
●記憶障害
　物事を思い出せない
●実行機能障害
　作業の段取りをうまくすることが
　できない
●見当識障害
　日時や場所の判断ができなくなる
●理解・判断力の障害
　理解や判断ができなくなる

中核症状

行動・心理症状
暴力・暴言

性格

環境

人間関係

さまざまな
影響

不潔行為
抑うつ

幻覚

妄想
はいかい

睡眠障害

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
つ
い
て

は
、
進
行
を
抑
え
た
り
、
緩
め
た
り
す
る

治
療
薬
が
あ
り
、
脳
血
管
性
認
知
症
に
つ

い
て
も
、
早
期
に
発
見
し
、
治
療
す
る
こ

と
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に
似
た
症
状
で

あ
っ
て
も
、
治
る
病
気
や
一
時
的
な
症
状

の
場
合
も
あ
る
た
め
、
認
知
症
を
疑
っ
た

時
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
医
療
機
関
な

ど
で
相
談
や
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

⑴
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　
市
内
に
は
、
認
知
症
の
専
門
医
療
相
談
、

鑑
別
診
断
（
検
査
・
専
門
医
の
診
察
）
な

ど
が
で
き
る
医
療
機
関
と
し
て
指
定
を
受

け
た
二
つ
の
病
院
が
あ
り
ま
す
。

　
◎
恵
愛
病
院
（
☎
�
０
１
０
０
）

　
◎
三
愛
病
院
（
☎
�
３
２
０
７
）

⑵
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
高
齢
者
へ
の
総
合
的
な
相
談
窓
口
と
し

て
、
保
健
師
や
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護

支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
、
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
な
ど
が
い
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
市
内
に
は
、
三
つ

あ
り
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
、
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
◎
あ
お
い
（
愛
桜
）
（
☎
�
０
５
１
１
）

　
◎
ゆ
の
か
（
☎
�
２
１
０
６
）

　
◎
け
い
あ
い
（
☎
�
５
０
０
５
）

常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
う
の
で

す
。

　
認
知
症
の
症
状
に
は
、
『
記
憶
障
害
』

な
ど
の
４
つ
の
『
中
核
症
状
』
と
呼
ば
れ

る
基
本
的
な
症
状
と
、
本
人
の
性
格
や
環

境
、
人
間
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

が
加
わ
る
こ
と
で
表
れ
る
、
は
い
か
い
や

妄
想
な
ど
、
『
行
動
・
心
理
症
状
』
の
二

つ
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
原
因
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
脳
内
の
神
経
細
胞
が
破
壊
さ
れ
、

脳
に
萎
縮
が
起
こ
る
こ
と
で
発
症
す
る

『
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
』
や
、
脳

梗
塞
や
脳
出
血
に
よ
り
、
脳
細
胞
に
十
分

な
血
液
が
送
ら
れ
ず
、
脳
細
胞
が
死
滅
す

る
こ
と
で
発
症
す
る
『
脳
血
管
性
認
知
症
』

　
人
は
加
齢
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
が
衰
え
ま
す
。
脳
の
機
能
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
、
も

の
忘
れ
の
回
数
が
多
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
認
知
症
に
よ
る
も
の
忘
れ
と
は

異
な
り
ま
す
。

　
認
知
症
は
、
脳
の
細
胞
が
死
ん
だ
り
、

働
き
が
悪
く
な
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
が
起
き
、
生
活
上
の
支
障
が
、
６
カ

月
以
上
続
い
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
加
齢
に
よ
る
も
の
忘
れ
は
、
夕
食
の
お

か
ず
を
思
い
出
せ
な
い
な
ど
、
体
験
の
一

部
を
忘
れ
る
の
に
対
し
、
認
知
症
に
よ
る

も
の
は
、
夕
食
を
食
べ
た
こ
と
自
体
を
覚

え
て
い
な
い
な
ど
、
体
験
の
全
て
を
忘
れ

て
し
ま
う
と
い
う
特
徴
が
あ
る
た
め
、
日

認
知
症
と
加
齢
に
よ
る

も
の
忘
れ
の
違
い

ともに支える認知症

認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気

相
談
先
医
療
機
関
な
ど

　平成29年７月末現在の登別市における65歳以上の人口は16,971人
で、５年前と比べても、65歳以上の人口は1,927人増えており、全
人口のうち、65歳以上の割合を示す高齢化率は34.6㌫で、5.5ポイ
ント増加しました。内閣府が公表している『平成29年版高齢社会白
書』によると、2025年には65歳以上の国民のうち、５人に１人が認
知症を発症するという推計もあり、全国的にも認知症の人は今後、
増えていくことが予想されています。
　認知症は身近な病気の一つです。認知症の人との接し方について、
考えてみませんか。

20� ともに支える認知症


